
 

 

 

 

危 険 物 保 安 技 術 協 会 

 

昭和５２年（１９７７年）の消防法改正により、特定屋外タンク貯蔵所の基準が大幅に

整備され、開放点検等が義務付けられ既に半世紀近くが経過しました。この間、地震災害

や設備の経年劣化等が要因となり、火災、爆発、流出等の事故が何度となく発生しました

が、その都度、これらの事故を教訓とし屋外貯蔵タンクの技術基準が見直され、安全対策

等の整備が進められてきました。 

また、近年、高度経済成長期に建設された屋外タンク貯蔵所などは、老朽化が進み維持

管理のあり方が課題となっており、さらにソフト面では、保安の確保や技術の伝承が重要

な課題となっております。 

本講習会は、これらの課題を踏まえ、技術基準の重要性と安全を重視した維持管理のあ

り方に焦点を当て、事例等に基づいた実務的な要素を取り入れ、適切な審査等に関する知

識・技術の習得を目的とし、下記のとおり開催いたします。 

本年度は、東京で会場講習を開催いたしますとともに、会場でのご受講が困難な方のた

めにオンライン講習（ライブ配信及びオンデマンド配信）を行います。 

 

 

記 

１ 主催 

危険物保安技術協会 
 

２ 協賛 

全国消防長会、石油連盟、石油化学工業協会、一般社団法人日本非破壊検査工業会 

 

３ 受講対象者 

主に、屋外タンク貯蔵所を保有する事業所、タンクメーカー、非破壊検査会社及び消

防機関等の屋外タンク貯蔵所に係わる業務に携わる方を対象としていますが、特に限定

はいたしません。 

 

 

 

 

 

 

令和８年度「屋外タンク実務担当者講習会」開催案内 



 

４ 開催日時、場所及び申込期間等 

 
会場講習 

オンライン講習 

ライブ配信 オンデマンド配信 

実 施 日 時 
１１月２０日（金） 

１０時００分～１７時００分 

１２月１４日（月） 
１０時００分～ 

同月１６日（水） 
２３時５９分 

実 施 会 場 
危険物保安技術協会 

会議室 
  

申 込 開 始 ９月１日（火）１０時００分 

申 込 締 切 
１１月６日（金） 

ただし、定員に達した場合は締切とします。 
１１月３０日（月） 

定  員 ４３名 ５００名 無制限 

受 講 料 １５，４００円 （消費税１０％ １，４００円を含む。） 

受 講 料 
納 入 期 限 

(アップロード期限) 

次のいずれか早い方 
① 申込後１４日以内 
② １１月６日（金） 

１１月６日（金） １１月３０日（月） 

※１ 会場講習については、席数に限りがあることから、同一事業所・機関からのお申

し込みは２名までとさせていただきます。３名以上お申込みいただいた場合は、オ

ンライン講習（ライブ配信）に振り替えさせていただきます。） 

※２ 会場講習とオンライン講習（ライブ配信・オンデマンド配信）は同額です。 

オンライン講習は、一のお申し込みで受講できるのは１名です。同一事業所・機

関で複数名受講する場合は、それぞれお申し込みください。不正受講が発覚した場

合は、追加の受講料をお支払いいただきますので、あらかじめご了承下さい。 

※３ 会場講習について、期限までに７、⑵オのアップロードが確認できない場合は、

自動的にキャンセルとなりますので、あらかじめご了承下さい。 
 

５ 開催プログラム 

内        容 講  師 

⑴ 屋外貯蔵タンクに係る基準の概要 

危険物保安技術協会 

タンク審査部 
⑵ コーティング上からの底部溶接線検査とその現状 

⑶ 屋外貯蔵タンクに係る技術援助について 

⑷ 屋外貯蔵タンクの基礎・地盤の維持管理  

～技術基準適合維持と維持管理に係る  

留意事項について～ 

危険物保安技術協会 

土木審査部  

⑸ 屋外タンク貯蔵所の火災事故事例と原因 
危険物保安技術協会 

事故防止調査研修センター 

 

※１  

※２  

※３  



 

６ 講習内容 

⑴ 消防法令における屋外貯蔵タンクの基準は、過去の災害や事故事例を踏まえて整備さ

れてきました。屋外貯蔵タンクの容量区分や設置時期等に応じて異なる技術上の基準が

法令に規定されているほか、維持管理のための点検方法や補修基準についても運用通知

等で詳細が示されており、他の危険物施設に比べて複雑かつ専門的な内容になっていま

す。 

本講習では、屋外貯蔵タンクに係る基準の概要について、分かりやすく解説いたしま

す。 

⑵ 特定屋外貯蔵タンクの内部点検等を実施する際には、タンク底部の溶接部に対して非

破壊試験を行い、消防法令上の基準に適合していることを確認することが必要とされて

います。近年、コーティング上から底部溶接部の状態を確認する非破壊試験方法に関す

る検討が活発に行われており、その成果の一つとして、令和７年１２月の規則改正で渦

電流探傷試験が底部溶接部の新たな試験方法として位置づけられたところです。  

本講習では、コーティング上から溶接部検査を行うことができる非破壊試験方法に関

する解説を行うとともに、保安検査への導入に向けた動きの現状について紹介いたしま

す。 

⑶ 当協会では、屋外タンク貯蔵所の審査を始めとする危険物関連施設・設備の評価、調

査研究等により培ってきた知識・技術・経験を活かし、危険物関連施設等に係る幅広い

技術援助を行っています。  

本講習では、この中でも屋外貯蔵タンクに係る技術援助について、その内容や活用方

法、実施する際の留意点等について紹介いたします。 

⑷ 屋外貯蔵タンクの多くは、昭和３０年、４０年代の高度経済成長期に建設され、長い

もので建設から６０年以上が経過しています。また、昭和５２年以降の新法タンクであ

っても、建設から５０年近くが経過しているタンクもあります。  

これらのタンクの維持管理については、タンク本体は、部分的な板の取替えや建替え

更新することが多いのに対し、基礎は、継続して使用することがほとんどです。  

一昨年より「屋外貯蔵タンクの基礎・地盤の維持管理」と題して、令和６年度は、「技

術基準適合の維持」、令和７年度は、「維持管理に係る留意事項」という副題を設け、

「維持管理」に着目して解説してきました。  

今回の講習会では、過去２年間の総括とし、技術基準適合維持については、杭基礎の

タンク（新基準タンクを想定）を例に解説するとともに、基礎構造物を継続して使用す

る場合の維持管理上の留意事項についても解説いたします。 

⑸ 過去に発生した屋外タンク貯蔵所の「火災」事故を抽出して、原因がどのようなもの

であるかを紹介します。さらに、過去に発生した屋外タンク貯蔵所のタンク自体の火災

事故、また重大事故につながる可能性のある屋外タンク貯蔵所（管理敷地内も含む）で

の火災原因を挙げて対策と注意点について解説いたします。 

⑹ 質疑応答について 

会場講習受講者からは Google フォーム（講習会場で二次元コードを配布します。）



 

で、オンライン講習（ライブ配信）受講者からはチャットにより講習会当日に質疑をお

受けします。質疑は本講習に関するものとし、特定の個別案件に関するご質問はご遠慮

ください。 

受講期間の関係上、オンライン講習（オンデマンド配信）受講者からの質問はお受け

いたしません。 

質疑回答につきましては、会場講習後おおむね２週間を目途に、会場講習、オンライ

ン講習（ライブ配信、オンデマンド配信）受講者全員にメールで送信いたします。 

 

７ 受講手続き 

⑴ 申し込み 

ア 当協会のホームページ（ https://www.khk-syoubou.or.jp/ ）の「セミナー・講

習会」から受講を希望されるものを選択し、お申込みください。 

イ 申込期間は、４の表のとおりです。 

なお、申込期間中であっても定員に達した場合は受付終了とさせていただきます。 

  ウ オンライン講習（ライブ配信）の受講を希望される方は、申し込み時に入力する

メールアドレスは個人用のメールアドレスを使用してください。（共用のメールア

ドレスは使用しないでください。ライブ配信システムの仕様上、同一のメールアド

レスで複数の受講はできません。また、受講申し込み後に、メールアドレスを変更

することはできません。） 

エ 受付完了メールが自動配信されますので、登録された内容に間違いがないかご確認

ください。受付完了メールが届かない、登録された内容に間違いがある場合は、研修

会事務局までお問い合わせください。 

当協会からの電子メールが受信できるように「khk-syoubou.or.jp」をドメイン指定

受信許可するように設定してください。  

⑵ 受講料の振り込み 

ア 受講料 

受講料は４の表の期日までに当協会指定の銀行口座あてにお振込みください。現

金での受付は行っておりません。 

イ 適格請求書は受付メールに記載されたＵＲＬからダウンロードしてください。ま

た、本様式以外の請求書は発行いたしておりません。 

なお、金融機関への振込受領書等をもって領収書に代えさせていただきます。 

ウ 申請者の都合等により受講を取りやめた場合は、原則として受講料は返金いたし

ませんのでご了承ください。 

エ 振込手数料は申請者側でご負担をお願いいたします。 

オ 受付完了メールに添付されたＵＲＬから入金確認書類を４の表の期日までにアッ

プロードしてください。期日までにアップロードが完了しない場合は、受講申請を

キャンセルとさせていただきます。 

入金確認書類は、金融機関が受付した振込内容（振込日、振込人名、振込金額）  



 

がわかるもの（振込依頼書のコピー、オンラインバンク・社内経理システム等の画面

コピーまたは写真等）としてください。  

入金確認書類の見本は、  https://www.khk-syoubou.or.jp/pdf/seminar/hpmeisai.pdf を

ご参照ください。  

入金確認書類のアップロードが完了していない場合は、手続き未了となり、⑷の

受講票は送信されません。 

⑶ 振込先 

受付完了メールにて、ご連絡させていただきます。 

⑷ 受講票 

ア 会場講習 

アップロード完了後に、受講票を電子メールで送信させていただきます。添付

のＵＲＬから受講票をプリントアウトしていただき、受講当日に受付へご提出く

ださい。 

イ オンライン講習（ライブ配信・オンデマンド配信） 

アップロード完了後に、オンライン講習受講に必要な事項を記載した受講票を電

子メールで送信させていただきます。 

ウ 受講票が届かない場合 

研修会事務局までお問い合わせください。 

⑸ テキスト 

会場講習、オンライン講習（ライブ配信・オンデマンド配信）ともに紙冊子のテ

キストの配布はございません。 

受講票にテキストダウンロード用のＵＲＬを表示いたします。なお、テキスト閲

覧期間は次のとおりです。 

ア 会場講習及びオンライン講習（ライブ配信） 

１１月１３日（金）～１１月２７日（金）（講習会の前後１週間） 

イ オンライン講習（オンデマンド配信） 

１２月１４日（月）～１２月１６日（水）（オンデマンド配信期間） 

⑹ その他 

キャンセルが発生した場合は、毎週第一営業日の正午にキャンセル分の席数を開

放（募集を再開）いたします。キャンセル待ちは承っておりませんので、あらかじ

めご了承下さい。 

 

９ オンライン講習（ライブ配信）受講上の注意事項 

⑴ 受講料入金前の確認事項 

メールアドレスは個人用のメールアドレスを使用してください。（共用のメールアド

レスは使用しないでください。ライブ配信システムの仕様上、同一のメールアドレスで

複数の受講はできません。また、受講申し込み後に、メールアドレスを変更することは

できません。） 



 

オンライン講習（ライブ配信）を申し込む際は、ＺＯＯＭウェビナーの利用ができる

ことをご確認の上お申し込みください。 

受付完了メールに事前確認用ＵＲＬを記載いたします。受講料入金前に必ず事前確認

用ＵＲＬに接続し、通信環境を確認してください。接続できない場合は、研修会事務局

までお問い合わせください。 

⑵ 事前登録の実施 

受講料入金後に送信される受講票に事前登録用のＵＲＬを記載いたしますので、速や

かに事前登録を実施して下さい。事前登録時の氏名は受講番号としてください。受講番

号以外で入力された場合、受講を承認いたしません。事前登録を行うことにより、講習

会を受講するためのＺＯＯＭ招待ＵＲＬが送付されます。事前登録を実施しない、又は

受講番号以外の入力で事前登録を行った場合、講習会を受講することはできません。こ

の場合、受講料は返金いたしませんので十分ご注意ください。 

⑴で共用のメールアドレスを使用した場合、あとから登録された内容が上書きされ、

先に登録した方は受講できませんのでご注意ください。 

⑶ 受講当日は講習会開始３０分前から接続可能といたします。 

受講者側の通信環境の不備により受講できなかった場合でも受講料は返金いたしませ

んのでご了承ください。 

 

10 講習会の延期、中止等 

⑴ 延期、中止 

大規模自然災害の発生等により当協会が講習会を開催すべきではないと判断した場

合は、講習会を延期又は中止とさせていただくことがあります。 

その場合の連絡方法は、電子メール、当協会ホームページからの一斉連絡とさせてい

ただきます。電話等による個別連絡はいたしませんので、ご注意ください。 

講習会中止の場合でも会場までの交通費や宿泊費等の補償は行っておりません。あら

かじめご了承ください。 

⑵ 新型コロナウイルス感染症等の感染拡大防止対策 

会場講習の受講は、体調（発熱など）がすぐれない場合は、受講をお控えください。 

 

11 個人情報の取扱い 

当協会は、取得した個人情報をお問合せの回答及び講習会等の開催案内、その他これ

らの業務に附帯する業務のみに利用いたします。 

 

12 連絡先 

〒１０５-０００１ 

東京都港区虎ノ門 ４－３－１３ ヒューリック神谷町ビル１階 

危険物保安技術協会 研修事務局 

E-mail:kensyu@khk-syoubou.or.jp 



 

ご質問・お問い合わせ内容につきましては、担当者が的確にご対応させていただく

ため、 電子メールをご利用ください。 現在、非常に多くのお問い合わせをいただい

ているため、迅速に対応させていただいておりますが、回答は２～３営業日後となる

ことがございます。 皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお

願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

東京都港区虎ノ門四丁目３番１３号 ヒューリック神谷町ビル１階 

 

 

【交通機関のご案内】 

  東京メトロ日比谷線「神谷町」駅 ４ｂ出口から徒歩２分 

講習会  会場案内図  


